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じ
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電
子
の
コ
テ
ー
ジ
構
想

３
―
コ
ン
セ
プ
ト
等

４
―
試
行
錯
誤
か
ら
の
教
訓

５
―
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ

６
―
横
浜
へ
の
期
待

（
注
―
１
）

消
防
法
改
定
（
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
義
務
）
の
た

め
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
か
ら
営
業
停
止
。
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１
一
は
じ
め
に

　
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
四
月
、
旧
シ
ル
ク
ホ
テ
ル

は
十
六
年
回
の
休
眠
（
注
－
１
）
か
ら
目
覚
め
、

「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
八
階

部
分
二
十
五
室
へ
の
入
居
か
ら
順
次
拡
大
し
、
八
月

に
十
階
の
二
十
五
室
と
受
付
フ
ロ
ア
を
加
え
、
七
十

五
室
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
と
な
っ
た
。
現
在
は
、

全
室
に
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
が
入
居
し
て
満
室
に
な
っ

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
見
学
者
が
あ
と
を
絶
た
な

い
。
自
分
た
ち
が
日
本
に
お
け
る
時
代
の
先
端
を
行

く
事
業
の
。
成
功
事
例
‘
と
し
て
語
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
素
直
に
う
れ
し
い
。
し
か
し
、
こ
こ
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ

に
、
こ
の
問
の
試
行
錯
誤
や
創
業
支
援
の
光
と
影
を

記
し
、
こ
れ
か
ら
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
興
そ
う

と
し
て
い
る
人
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
育
成
を
手
が

け
よ
う
と
し
て
い
る
人
に
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。

２
一
電
子
の
コ
テ
ー
ジ
構
想

①
―
出
会
い
と
予
感

　
私
は
、
現
在
、
建
築
企
画
・
設
計
を
手
が
け
る
一

級
建
築
事
務
所
・
㈱
空
間
創
造
研
究
所
の
代
表
を
務

め
て
も
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
に
は
空
間
の
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
全
般
に
つ
い
て
多
数
の
案
件
が
持
ち
こ

ま
れ
る
。
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
と
の
出
会
い
も
そ

う
し
た
案
件
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
初
め
て
現
地
を
訪
れ
た
の
は
一
九
九
八
（
平
成
十
）

年
一
月
だ
っ
た
。
こ
の
建
物
は
、
一
九
五
九
（
昭
和

三
十
四
）
年
に
横
浜
開
港
百
年
の
記
念
事
業
と
し
て

シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
国
際
貿
易
会
館
と
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
約
四
十
年
、
六
～
十
階

部
分
の
ホ
テ
ル
は
営
業
を
停
止
し
て
か
ら
十
五
年
以

上
が
経
っ
て
い
た
。
元
は
ホ
テ
ル
だ
っ
た
と
い
う
性

格
上
、
六
階
に
は
旧
フ
ロ
ン
ト
部
分
と
旧
宴
会
場
の

大
き
な
部
屋
が
あ
る
。
客
室
は
八
階
か
ら
十
階
ま
で

で
、
シ
ン
グ
ル
中
心
だ
が
各
階
の
角
部
屋
は
二
室
か

ら
四
室
規
模
の
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
に
な
っ
て

い
る
。
窓
の
外
に
は
横
浜
港
が
広
が
り
、
開
港
広
場

や
県
庁
、
税
関
、
開
港
記
念
会
館
が
見
え
る
。
そ
し

て
そ
の
向
こ
う
に
は
、
み
な
と
み
ら
い
2
1
の
近
代
的

空
間
が
見
渡
せ
た
。

　
こ
の
空
間
を
ど
の
よ
う
に
再
活
用
で
き
る
だ
ろ
う

か
、
な
ん
と
か
再
活
用
し
た
い
。
そ
う
思
う
う
ち
、

一
つ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
芽
生
え
か
け
て
い
た
。
こ
こ

を
次
世
代
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
た
ち
の
船
出
の
場

に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
実
は
、
私
は
、
八
四
年
か
ら
一
年
間
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
滞
在
中
に
知
っ
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
リ
ス
ト

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策
④
新
産
業
創
出
へ
の
取
組

と
い
う
仕
事
を
い
つ
か
日
本
で
や
っ
て
み
た
い
と
思

っ
て
い
た
。
そ
の
夢
は
九
七
年
に
実
現
し
た
の
だ
が
、

日
本
に
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家
が
少
な
い
こ
と
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
以
前
に
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
家

が
育
つ
土
壌
や
環
境
が
整
っ
て
い
な
い
現
実
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
た
。
こ
の
場
を
舞
台
に
、
ベ
ン
チ

ャ
ー
育
成
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
時
が
来
た
の
か
も
し

れ
な
い
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
。
確
か
な
手

応
え
を
感
じ
な
が
ら
、
私
は
横
浜
を
後
に
し
た
。

②
―
決
断

　
ア
ル
ビ
ン
ー
ト
フ
ラ
ー
は
著
書
『
第
三
の
波
』
で
、

や
が
て
未
来
社
会
の
中
に
「
電
子
の
コ
テ
ー
ジ
」
が

出
現
す
る
こ
と
を
千
言
し
て
い
た
。
私
は
、
「
こ
れ

だ
」
と
確
信
し
た
。
あ
の
古
い
ホ
テ
ル
を
「
電
子
の

コ
テ
ー
ジ
」
と
し
て
甦
ら
せ
よ
う
。
先
端
を
ゆ
く
通

信
イ
ン
フ
ラ
が
装
備
さ
れ
、
起
業
の
ア
ー
リ
ー
ス

テ
ー
ジ
に
あ
る
意
欲
あ
る
人
々
が
低
コ
ス
ト
で
使
え

る
オ
フ
ィ
ス
・
・
・
・
「
ｓ
ｏ
Ｈ
ｏ
横
浜
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が

ふ
つ
ふ
つ
と
芽
生
え
て
き
た
。

　
一
九
九
七
年
の
米
国
政
府
発
表
に
よ
る
と
、
「
ｓ

ｏ
Ｈ
ｏ
ワ
ー
カ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
小
規
模
事
業
者
は

千
四
百
万
人
。
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
そ
の
数
は
六
千

万
人
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。
「
ｓ
ｏ
Ｈ
ｏ

（
S
m
a
l
lO
f
f
i
c
e
H
o
m
e
O
f
f
i
c
e
）
ワ
ー
カ
ー
）
と
は
、



イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
情
報
技
術
を
駆
使

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
い
る
独
立
し
た
小
規
模
事
業

者
の
こ
と
で
、
彼
ら
が
ア
メ
リ
カ
の
好
景
気
を
支
え

て
い
る
。
日
本
で
も
、
雇
用
拡
大
の
意
味
も
あ
っ
て

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
ワ
ー
カ
ー
増
大
へ
の
期
待
は
大
き
く
、
こ

こ
数
年
の
う
ち
に
一
千
万
人
ま
で
増
加
す
る
と
言
わ

れ
て
い
た
。

　
そ
う
は
言
っ
て
も
、
未
曾
有
の
不
況
と
い
え
る
経

済
状
況
の
も
と
、
自
分
に
と
っ
て
未
知
の
職
種
で
あ

る
賃
貸
業
を
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
十
五
年
間
に
こ
の
ホ
テ
ル
の
再
活
用
案
が
数
多

く
浮
か
ん
で
は
消
え
た
と
い
う
。
は
っ
き
り
言
っ
て

怖
か
っ
た
。
で
も
、
た
め
ら
い
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ

な
ら
、
誰
か
が
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
。

新
し
い
世
代
の
た
め
に
。

　
そ
し
て
、
一
九
九
八
年
二
月
、
そ
れ
こ
そ
清
水
の

舞
台
か
ら
飛
び
降
り
る
つ
も
り
で
、
私
は
賃
貸
借
契

約
書
に
判
を
押
し
た
。

３
一
コ
ン
セ
プ
ト
等

　
日
本
流
の
ｓ
ｏ
Ｈ
ｏ
の
あ
り
方
を
提
案
し
た
か
っ

た
。
個
人
の
感
性
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
。
私
は
そ

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
"

S
u
p
e
r
O
f
f
i
c
e
H
u
m
a
nO
f
f
i
c
e
"

と
し
、
こ
の
事
業
の
た
め
の
新
会
社
の
名
称
を
株
式

会
社
ｓ
ｏ
Ｈ
ｏ
と
し
た
。

　
バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
発
達
し
つ
つ
あ
る

時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
す
ま
す
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
す
る
環
境
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
フ
ェ
イ
ス
・
ツ
ウ
・
フ
ェ
イ
ス
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
「
場
」
を

作
り
た
い
。
そ
う
い
う
思
い
を
私
は
こ
の
名
前
に
込

め
た
。

①
―
改
修
計
画

ア
　
通
信
設
備

　
　
「
古
く
て
新
し
い
ま
ち
横
浜
」
と
い
う
環
境
を
活

か
し
た
改
修
で
あ
る
。
ま
た
、
経
済
低
迷
の
時
代
に
、

次
世
代
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
事
業
者
が
低
コ
ス
ト
で
事
業
を
ス

タ
ー
ト
で
き
る
施
設
づ
く
り
を
第
一
目
的
に
し
た
た

め
、
特
に
機
能
重
視
の
改
修
に
専
念
し
た
。

　
そ
の
第
一
は
通
信
機
能
で
あ
る
。
ベ
リ
ー
が
日
本

に
持
ち
こ
ん
だ
代
表
的
近
代
設
備
に
は
、
蒸
気
機
関

と
通
信
が
あ
る
。
特
に
通
信
は
横
浜
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
歴
史
と
実
績
が
あ
る
こ
と
で
、
改
修
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
に
し
た
。
し
か
し
、
約
四
十
年
前
の
ビ
ル

は
、
も
ち
ろ
ん
今
日
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
を

前
提
に
作
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
想
像
し
た
以

上
に
通
信
内
部
は
老
朽
化
し
て
い
た
。
こ
こ
に
光
フ

ァ
イ
バ
ー
が
収
容
可
能
な
独
立
配
管
を
通
す
こ
と
か

ら
工
事
を
始
め
た
。

　
そ
し
て
、
独
自
の
サ
ー
バ
ー
マ
シ
ン
ル
ー
ム
を
設

置
し
た
結
果
、
二
十
四
時
間
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
常
時

接
続
の
快
適
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、

一
般
二
種
電
気
通
信
事
業
者
（
プ
ロ
バ
イ
ダ
）
の
承

認
を
受
け
、
当
社
が
構
築
・
運
営
管
理
す
る
「
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
」
を
運
営
し
、
館
内
全
室
に
通
信
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

イ
　
各
室
・
共
有
ス
ペ
ー
ス
の
内
装
な
ど

　
最
先
端
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
を
備
え
つ
つ
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
な
賃
料
を
実
現
す
る
た
め
、
各
室
の
内
装
に
は

極
力
手
を
か
け
ず
入
居
者
の
自
由
に
任
せ
る
こ
と
に

し
た
。
一
方
で
、
か
つ
て
ホ
テ
ル
だ
っ
た
と
い
う
利

点
を
活
か
す
と
と
も
に
、
フ
ロ
ン
ト
や
接
客
ス
ペ
ー

ス
の
内
装
や
イ
ン
テ
リ
ア
に
は
お
金
を
か
け
ず
に
十

分
気
を
遣
っ
た
。
施
設
機
能
の
変
更
を
記
す
と
次
の

と
お
り
と
な
る
。
（
表
－
１
、
表
－
２
）

・
電
子
の
コ
テ
ー
ジ
（
七
十
五
室
↑
各
部
屋
（
八
階
か

　
ら
十
階
）
）

・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
（
八
～
十
階
に
各
一
室
↑

　
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

　
社
内
会
議
や
来
客
と
の
会
議
用
。
予
約
制
共
同
利

　
用
（
無
料
）

・
リ
ラ
ッ
ク
ス
ル
ー
ム
（
八
～
十
階
に
各
一
室
・
改
装

　
な
し
↑
コ
ネ
ク
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
）

　
共
同
利
用
（
無
料
）

・
総
合
受
付
、
共
有
応
接
・
会
議
室
（
六
階
↑
旧
フ

　
ロ
ン
ト
）

　
共
用
コ
ピ
ー
、
フ
ァ
ク
ス
の
設
置
、
応
接
ス
ペ
ー

　
ス
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
（
会
議
室
）

・
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
（
六
階
↑
旧
カ
フ
ェ
）

・
そ
の
他

　
八
～
十
階
オ
フ
ィ
ス
フ
ロ
ア
入
口
に
暗
証
番
号
で

　
解
錠
す
る
オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
ド
ア
を
設
置

オフィスフロア平面図図―1

表－1　建築の概要
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表－2　改修計画の概要



②
―
賃
料
等
の
設
定
と
規
約
づ
く
り

ア
　
賃
料
等

　
テ
ナ
ン
ト
の
対
象
者
は
創
業
期
の
会
社
、
あ
る
い

は
創
業
準
備
中
の
個
人
で
あ
る
。
資
金
が
潤
沢
に
あ

る
わ
け
も
、
銀
行
が
快
く
融
資
に
応
じ
て
く
れ
る
わ

け
も
な
い
。
い
く
ら
で
も
お
金
が
か
か
る
時
期
だ
か

ら
、
高
い
家
賃
を
設
定
す
れ
ば
敬
遠
さ
れ
る
。
な
に

よ
り
、
高
い
家
賃
を
設
定
し
た
ら
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
。
こ

う
し
た
条
件
を
考
え
合
わ
せ
、
月
々
の
料
金
は
賃
料

・
管
理
費
含
め
て
十
万
円
以
内
に
留
ま
る
程
度
に
抑

え
る
こ
と
に
決
め
た
。
高
額
な
保
証
金
は
、
大
事
な

創
業
資
金
を
固
定
し
て
し
ま
う
た
め
、
こ
れ
も
賃
料

の
二
ヵ
月
の
範
囲
に
抑
え
る
こ
と
と
し
た
。

　
結
果
的
に
は
、
最
少
の
場
合
、
入
居
時
に
必
要
な

資
金
は
後
述
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
―
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
関
係
の
費

用
を
加
え
て
も
二
十
五
万
円
以
下
、
毎
月
の
所
要
額

は
九
万
円
以
下
（
賃
料
は
四
万
円
以
下
）
と
い
う
水
準

を
実
現
で
き
た
。
（
表
―
３
、
図
―
１
）

イ
　
規
約

　
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
う
性
格

上
、
創
業
期
に
あ
る
企
業
の
入
居
を
優
先
さ
せ
た
か

っ
た
た
め
、
契
約
期
間
は
三
年
と
し
た
（
延
長
更
新

が
可
能
）
。

　
ま
た
、
入
居
者
に
は
、
会
員
の
発
展
と
支
援
を
目

的
と
し
た
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
－
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
に
入
会
し

て
も
ら
い
、
自
由
で
ゆ
る
や
か
な
連
携
を
維
持
す

る
こ
と
と
し
た
。
（
表
―
４
）

③
―
自
分
た
ち
の
欲
し
い
空
間
創
り

　
こ
の
よ
う
な
施
設
づ
く
り
の
根
底
に
あ
っ
た
発
想

は
、
「
自
分
か
ち
の
欲
し
い
空
間
を
創
り
た
い
」
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。
㈱
空
間
創
造
研
究
所
で
は
、
業

務
の
性
格
上
、
早
く
か
ら
社
内
で
通
信
イ
ン
フ
ラ
を

整
え
て
い
た
が
、
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
点
で
不

満
が
多
か
っ
た
。
私
た
ち
は
、
利
用
者
の
立
場
か
ら
、

サ
イ
バ
ー
時
代
の
理
想
的
空
間
を
な
る
べ
く
低
コ
ス

ト
で
実
現
で
き
な
い
か
と
志
向
し
、
そ
の
た
め
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
蓄
積
し
て
き
た
。
大
企
業
な
み
の
先
端

通
信
設
備
の
共
有
二
社
当
た
り
の
負
担
額
減
）
、
取

引
先
の
安
心
す
る
フ
ロ
ン
ト
や
高
感
度
な
接
客
ス

ペ
ー
ス
の
大
切
さ
、
入
居
者
へ
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
（
表

―
５
）
も
充
実
し
た
い
等
で
あ
る
。

　
幸
い
に
も
、
こ
の
努
力
は
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）

年
五
月
、
（
社
）
日
本
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
協
会
か

ら
の
優
秀
賞
受
賞
と
い
う
形
で
報
わ
れ
た
。
賃
貸
事

業
自
体
は
新
し
い
も
の
で
は
な
い
が
、
従
来
の
賃
貸

業
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
業

務
を
一
体
化
し
、
次
世
代
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
技

術
を
複
合
的
に
組
織
化
す
る
と
い
う
業
態
と
手
法
の

新
し
さ
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

表―４　ＳＯＨＯ-ＣＬＵＢの主な活動内容と料金

特
集
・
2
1
世
紀
の
地
域
産
業
政
策
④
新
産
業
創
出
へ
の
取
組

表－5　提供サービス一覧

入
室
状
況

　
ソ
フ
ト
か
ら
の
発
想
に
よ
る
全
く
新
た
な
コ
ン
セ

プ
ト
の
民
間
資
本
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
施
設
と

マ
ス
コ
ミ
に
多
く
注
目
さ
れ
た
こ
と
、
市
役
所
、
県

庁
等
の
官
庁
が
全
て
至
近
距
離
に
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

ゾ
ー
ン
と
文
化
・
商
業
ゾ
ー
ン
を
結
ぶ
接
点
に
あ
る

と
い
う
立
地
の
良
さ
、
快
適
な
環
境
な
ど
の
要
因
が

あ
い
ま
っ
て
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
十
二
月
、
空

室
率
史
上
最
悪
の
時
代
に
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
横
浜
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
は
ほ
ぼ
満
室
と
な
っ
た
。

入
居
企
業
の
業
種
別
分
類
は
表
―
６
の
と
お
り
で
あ

る
。

４
一
試
行
錯
誤
か
ら
の
教
訓

　
受
付
の
応
対
、
通
信
の
ト
ラ
ブ
ル
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
―

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
の
運
営
な
ど
ク
レ
ー
ム
が
次
々
に
出
て
、

異
業
種
の
、
価
値
観
の
違
う
人
々
が
集
ま
る
「
場
」

表―3　初年度賃料明細（契約時）

表―6　入居企業の業種別分類
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の
運
営
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
。
最
も
苦
労
し
た
二

点
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
た
、
少
な
い
蓄
積
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
の
間

の
経
験
か
ら
「
起
業
家
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る

際
の
注
意
点
」
「
仲
間
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
た
ち

へ
の
メ
ッ
セ
１
ジ
」
を
表
―
７
、
表
―
８
の
よ
う
に

ま
と
め
た
。

①
―
二
十
四
時
間
問
題

　
住
宅
・
宿
泊
を
前
提
に
し
た
利
用
は
で
き
な
い
。

一
方
で
二
十
四
時
間
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
可
能
が

こ
こ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、

一
度
退
出
し
た
ら
再
入
館
は
で
き
な
い
が
、
夜
通
し

仕
事
は
で
き
る
と
い
う
折
衷
案
に
よ
っ
て
、
当
初
を

し
の
い
だ
。
引
き
続
き
、
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
サ
イ
ド

と
交
渉
し
、
入
居
者
を
対
象
に
カ
ー
ド
キ
ー
（
有
料
）

を
発
行
し
、
正
面
が
閉
ま
る
二
十
二
時
～
七
時
の
間

は
こ
の
使
用
に
よ
っ
て
二
十
四
時
間
人
退
館
を
可
能

と
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

②
―
多
業
種
・
多
機
能
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
異
業
種
の
人
々
が
集
ま
る
創
業
支
援
施
設
で
は
、

い
ろ
い
ろ
な
Ｏ
Ｓ
に
対
応
で
き
る
サ
ー
バ
ー
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
内
外
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
安
全
を
期
さ
な
け
れ
ば
、
入
居
企
業
の
運
命
に
か

か
わ
る
。
こ
れ
ら
の
現
実
的
な
必
要
性
も
あ
っ
て
下

記
の
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
情
報
技
術
研
究
所
を
社
内
に
設
置
し

た
（
一
九
九
八
年
九
月
）
。
常
に
最
善
を
尽
く
し
て

は
い
る
か
、
通
信
の
世
界
は
日
進
月
歩
で
あ
り
、
最

初
か
ら
完
璧
な
も
の
は
作
れ
な
い
、
こ
の
施
設
は
基

本
的
に
は
「
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験
の
場
」
と
割
り
切
っ

て
入
居
者
に
理
解
を
求
め
た
。

通
産
省
補
助
金
採
択

　
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル
や
入
居
者
の
要
望
に
対
応
す
る

う
ち
、
私
た
ち
は
、
サ
イ
バ
ー
時
代
の
空
間
創
り
に

必
要
な
の
は
単
な
る
通
信
設
備
の
設
置
で
は
な
い
こ

と
に
気
づ
い
た
。
そ
し
て
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
情
報
技
術
研

究
所
で
、
こ
の
施
設
だ
け
で
な
く
、
全
国
で
展
開
さ

れ
る
類
似
の
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
も
強
力
な
ツ

ー
ル
と
な
る
情
報
技
術
開
発
を
行
い
た
か
っ
た
の
だ

が
、
億
単
位
の
資
金
が
あ
る
は
ず
も
な
い
。

　
し
か
し
、
視
察
に
い
ら
し
た
関
東
通
産
局
の
方
々

へ
の
説
明
が
功
を
奏
し
、
「
新
規
産
業
創
造
技
術
開

発
補
助
金
（
次
世
代
情
報
技
術
開
発
補
助
）
」
に
採
択

さ
れ
、
一
九
九
九
（
平
成
十
二
年
四
月
、
補
助
事
業

「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
技
術
及
び
高

度
ビ
ジ
ネ
ス
利
用
技
術
開
発
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｘ
ベ
ー
ス
の
支

援
ツ
ー
ル
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
装
置
の
研
究
開
発
の
事

業
化
を
進
め
て
い
る
。

５
一
新
た
な
ス
テ
ッ
プ
へ

　
　
「
国
際
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」
は
、
支

援
施
設
同
士
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
乗
り
越
え
、
支
援

機
能
を
さ
ら
に
高
め
た
い
と
呼
び
か
け
、
一
九
九
九

年
十
二
月
、
起
業
家
支
援
の
志
を
同
じ
く
す
る
七
団

体
八
施
設
（
表
－
９
）
で
結
成
し
た
ゆ
る
や
か
な
連

携
組
織
で
あ
る
。
支
援
施
設
の
連
携
に
よ
り
、
イ
ン
キ

ュ
ベ
ー
タ
ー
機
能
を
充
実
さ
せ
、
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

共
有
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ
て

い
る
施
設
や
人
材
を
複
合
的
に
組
合
せ
る
こ
と
に
よ

つ
て
、
起
業
家
の
発
展
に
役
立
て
て
い
き
た
い
。

　
さ
ら
に
、
海
外
の
施
設
や
支
援
団
体
と
連
携
し
て
、

起
業
家
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
世
界
に
広
げ
た
い
。
こ

れ
が
、
組
織
名
に
「
国
際
」
を
冠
し
た
理
由
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
世
界
中
の
次
世
代
起

業
家
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
こ
う
し
た
仕
組
み

に
よ
っ
て
実
現
可
能
性
が
よ
り
高
ま
る
の
で
あ
る
。

６
一
横
浜
へ
の
期
待

　
一
八
五
九
年
の
開
港
当
時
、
横
浜
港
の
取
扱
高
の

約
八
〇
％
が
生
糸
で
あ
っ
た
。
こ
の
横
浜
か
ら
生
糸

は
世
界
へ
輸
出
さ
れ
、
膨
大
な
外
貨
を
稼
い
だ
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
た
ち
は
、
そ
の
資
金
で
銀
行
、
新
聞

社
、
海
運
、
貿
易
な
ど
日
本
経
済
を
発
展
さ
せ
る
事

業
を
次
々
と
起
業
し
た
歴
史
を
残
し
た
。
つ
ま
り
、

こ
の
地
は
、
日
本
経
済
を
牽
引
し
た
多
く
の
起
業
家

た
ち
が
集
い
巣
立
っ
て
い
っ
た
ま
さ
に
ベ
ン
チ
ャ
ー

発
祥
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
英
一
番
館
跡
地
に
立
つ
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
と
い
う

建
物
は
、
そ
の
主
な
舞
台
と
な
り
、
今
も
洗
練
さ
れ

た
国
際
都
市
の
風
格
を
持
つ
大
桟
橋
に
面
し
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、

起
業
家
の
夢
と
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
歴
史
は
繰
り
返
す
。
千
年
に
一
度
の
変
化
の
時
代
。

創
業
支
援
革
命
が
起
き
る
と
し
た
ら
こ
の
街
を
お
い

て
他
に
な
い
と
私
は
確
信
し
て
い
る
。

齋
藤
裕
美
（
さ
い
と
う
　
ひ
ろ
み
）

Λ
（
株
）
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
代
表
取
締
役
社
長
・

　
（
株
）
空
間
創
造
研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
Ｖ

表－7　起業家支援センターを設立する際の注意点表－9　国際SOHO ＳＴＡＴＩＯＮの構成団体等
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表－8　仲間のアントレプレナーたちへのメッセージ
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